
　明けましておめでとうございます

住所および電話番号の掲載内容は、各議員の意向によるものです。
住所欄の（＊）は連絡所を表しています。
議員の年賀状は、答礼によるものを除き公職選挙法で禁止されています。� （議席番号順）

（議員名） （住　所） 　　  （電　話）
議　長
泉井　智弘 江坂町３丁目28番１号（＊） 080-2476-6545
副議長
山根　建人 南清和園町７番９号１階（＊） 06-6382-9009
議　員
益田　洋平 山田西２丁目18番A13-202号 090-5899-9339
梶川　文代 日の出町９番29号 06-6319-3337
五十川有香 五月が丘東９番12メゾン南千里102号（＊） 06-4864-2874
西岡　友和 藤白台 　―
久保　直子 竹見台 090-5674-1407
石川　　勝 垂水町１丁目37番23号 06-6337-7701
後藤　恭平 西の庄町２番28号（＊） 06-6380-8802
中西　勇太 円山町６番21-101号（＊） 080-8125-7813
玉井美樹子 日の出町13番３号（＊） 06-6382-3413
村口久美子 山手町 06-7650-5220
後藤久美子 藤白台 070-5568-2421
川田　　尚 垂水町 090-2183-6599
江口礼四郎 長野東６番4-205号 06-6319-8172
浜川　　剛 片山町 06-6338-3039

（議員名） （住　所） 　　  （電　話）
井上真佐美 南金田１丁目11番22-403号 06-6369-7205
野田　泰弘 日の出町 06-6383-6640
竹村　博之 垂水町３丁目24番14-820号 090-1027-8954
塩見みゆき 長野東９番９-403号 06-6876-7058
柿原　真生 佐竹台４丁目１番10-214号 06-6831-5664
清水　亮佑 山田東１丁目16番６号（＊） 090-7104-2815
今西　洋治 江坂町 070-4501-9892
林　　恭広 佐竹台 050-5469-9118
澤田　直己 末広町２番９号 080-6118-0391
白石　　透 上山田１番12-1101号 090-3381-8729
有澤　由真 寿町１丁目１番１号寿ビル２階（＊） 06-4860-2300
矢野伸一郎 千里山西 06-6380-3689
小北　一美 古江台５丁目２番A2-402号 06-6872-2560
橋本　　潤 垂水町１丁目９番23号 06-6339-0141
乾　　　詮 泉町 070-8359-3132
高村　将敏 朝日町15番32号 06-6556-6974
井口　直美 泉町５丁目７番16号 06-7161-4035
藤木　栄亮 千里山西１丁目38番14号千里山ユヤマビル２階（＊） 06-6310-5757

　
令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）度
の
一
般
会
計
の
決

算
は
、
歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）で
は
11
億

１
５
９
８
万
円
の
収
入
超
過
で
、
こ
こ
か
ら
翌
年

度
へ
の
繰
越
金
５
億
８
３
０
9
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
５
億
３
２
８
９
万
円
の
黒
字
で
す
。

ま
た
、
当
該
年
度
の
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実

質
収
支
13
億
１
９
９
０
万
円
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
は
７
億
８
７
０
1
万
円
の
赤
字
で
す
。

　
市
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
終
了
後
の
閉
会
中

に
、
一
般
会
計
お
よ
び
８
特
別
会
計
の
決
算
を
決

算
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
11
月
定
例
会
の
初
日

に
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業

会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分

も
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。（
議
決
結
果
お
よ
び

賛
否
一
覧
表
は
、
３
月
１
日
発
行
の
11
月
定
例
会

号
に
掲
載
予
定
）

　
な
お
、
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
、
分
科
会
の
審

査
を
踏
ま
え
て
取
り
ま
と
め
た
１
項
目
に
つ
い
て
、

市
に
提
言
を
し
ま
し
た
。（
提
言
の
内
容
は
５
面
に

掲
載
）

　
今
回
の
新
年
号
で
は
、
そ
の
審
査
の
一
部
を
お

伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
な
内
容
は
、
本
会
議

録
や
委
員
会
記
録（
市
役
所
の
市
民
総
務
室（
情
報

公
開
）、
図
書
館
等
に
備
え
て
い
ま
す
。）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
、
本
会
議
録
や
委
員
会

記
録
の
検
索
、
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）度

決
算
を
認
定

すいた市議会だより No.340
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文教市民分科会　竹
たけ

村
むら

　博
ひろ

之
ゆき

 分科会委員長

財政総務分科会　西
にし

岡
おか

　友
とも

和
かず

 分科会委員長

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を

市
税
の
収
入
率
向
上
を

市
民
病
院
の
運
営
費
負
担
金

建
設
事
業
の
十
分
な
検
討
を

経
常
収
支
比
率
の
目
標
設
定

学
童
保
育
指
導
員
の
確
保

留
守
家
庭
児
童
育
成
室
の

施
設
改
修
に
つ
い
て

重
要
文
化
財
の
建
造
物
修
理

学
校
給
食
の
質
の
確
保
を

光
熱
水
費
の
不
用
額
精
査
を

問　
令
和
５
年
度
の
市
税
の
不
納

欠
損
額
は
４
０
０
０
万
円
を
超
え

た
。税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、納

付
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
だ
が
、
市
の
対
応
状
況
を
問
う
。

答　
滞
納
事
案
へ
の
早
期
着
手
や

き
め
細
か
な
納
付
相
談
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
利
便
性
向
上
を
目

的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
等
の

納
税
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
地
域
防
災
活
動
を
自
主
的
に

行
う
自
主
防
災
組
織
等
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
市
に
よ
る
防

災
啓
発
の
実
施
や
円
滑
な
運
営
に

向
け
た
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
自
主
防
災
組
織
の
自
立
し
た

活
動
に
向
け
、
意
見
交
換
会
等
を

実
施
し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
小

学
生
へ
の
啓
発
行
事
を
実
施
し
次

世
代
の
人
材
育
成
も
図
っ
て
い
る
。

問　
市
が
支
出
す
る
運
営
費
負
担

金
を
、
病
院
は
医
師
の
研
究
手
当

に
充
当
し
て
い
る
。
本
来
の
使
途

か
ら
逸
脱
し
不
適
切
と
考
え
る
が
、

他
市
で
同
様
の
事
例
は
あ
る
の
か
。

答　
市
の
負
担
金
等
を
財
源
と
し

た
同
様
事
例
は
確
認
で
き
て
い
な

い
が
、
不
適
切
で
あ
る
と
も
断
言

で
き
な
い
。
今
後
は
同
負
担
金
の

基
準
の
明
確
化
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
建
設
事
業
で
の
市
債
残
高
が

増
え
て
い
る
が
、
人
口
減
少
も
予

想
さ
れ
将
来
世
代
へ
の
負
担
増
大

を
懸
念
す
る
。
新
規
施
設
等
の
必

要
性
は
十
分
議
論
し
て
い
る
の
か
。

答　
公
共
施
設
最
適
化
委
員
会
の

ほ
か
新
規
の
大
規
模
施
設
整
備
な

ど
は
政
策
会
議
等
に
諮
っ
て
い
る
。

担
当
課
に
加
え
財
政
担
当
等
も
入

り
複
数
の
部
局
で
議
論
し
て
い
る
。

問　
重
要
文
化
財
建
造
物
修
理
事

業
は
、
国
か
ら
補
助
金
が
出
て
い

る
。
修
理
に
は
特
別
な
技
術
が
必

要
と
考
え
る
が
、
工
事
を
依
頼
で

き
る
業
者
は
限
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
工
事
監
理
の
委
託
先
は
、
文

化
庁
が
承
認
し
た
技
術
者
が
い
る

業
者
に
限
ら
れ
る
。
同
庁
の
指
導

に
基
づ
き
、
実
施
設
計
と
同
じ
業

者
に
随
意
契
約
で
委
託
し
て
い
る
。

問　
本
市
で
は
学
童
保
育
指
導
員

が
不
足
し
て
い
る
。
安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
、
指
導

員
の
給
与
を
上
げ
る
等
の
処
遇
改

善
を
行
い
、
必
要
な
配
置
数
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
他
市
状
況
や
そ
の
職
務
と
責

任
、
市
全
体
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
バ
ラ
ン
ス
等
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
の
施

設
は
、
空
調
設
備
や
ト
イ
レ
改
修
、

畳
の
取
り
替
え
な
ど
保
護
者
か
ら

あ
ら
ゆ
る
改
善
要
望
が
絶
え
な
い
。

原
因
は
予
算
不
足
と
い
う
認
識
か
。

答　
緊
急
度
の
高
い
修
繕
を
優
先

し
つ
つ
順
次
対
応
し
て
い
る
が
、

技
術
職
が
お
ら
ず
対
応
に
時
間
を

要
す
る
な
ど
人
的
要
因
が
大
き
い
。

問　
総
合
計
画
で
は
経
常
収
支
比

率
目
標
を
95
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と

し
て
い
る
。
歳
出
削
減
に
よ
る
目

標
達
成
に
固
執
せ
ず
、
必
要
な
事

業
は
実
施
し
積
極
的
に
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
目
標
達
成
の
み
を
目
的
と
し

た
経
費
削
減
は
考
え
て
い
な
い
が
、

財
政
運
営
の
基
本
方
針
の
中
で
歳

出
予
算
の
精
査
は
必
要
と
考
え
る
。

問　
小
・
中
学
校
管
理
運
営
費
で

各
１
億
円
以
上
の
決
算
不
用
額
が

出
て
い
る
。
光
熱
水
費
実
績
が
見

込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
が
要
因
だ

が
、過
去
の
動
向
を
踏
ま
え
、予
算

要
求
額
を
精
査
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
価
格
が
高
騰
す
る
中
、
経
費

予
測
は
難
し
い
が
、
参
考
見
積
も

り
を
取
る
な
ど
、
引
き
続
き
実
態

に
近
い
数
値
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

問　
給
食
の
内
容
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
が
、
原
材
料
費
の
高
騰
等

で
給
食
費
が
値
上
げ
さ
れ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
お
か
ず
代
の
副
食
費

も
増
加
し
た
が
、
適
正
な
栄
養
バ

ラ
ン
ス
は
維
持
で
き
て
い
る
の
か
。

答　
値
上
げ
に
よ
っ
て
多
様
な
食

材
の
組
み
合
わ
せ
が
可
能
と
な
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
充
実
し
た

献
立
が
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

塩し
お

見み

み
ゆ
き

日
本
共
産
党

井い
の

上う
え

真ま

佐さ

美み

公

明

党

乾い
ぬ
い　　

　
詮

さ
と
し

大
阪
維
新
の
会

江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う

大
阪
維
新
の
会

後ご

藤と
う

久く

美み

子こ

大
阪
維
新
の
会

白し
ら

石い
し　

　
透

と
お
る

自
民
党
吹
田
・

無
所
属
の
会

柿か
き

原は
ら　

真ま

生き

日
本
共
産
党

中な
か

西に
し　

勇ゆ
う

太た

吹

田

党

後ご

藤と
う　

恭
き
ょ
う

平へ
い

吹

田

党

野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ

公

明

党

す い た 市 議 会 だ よ り
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健康福祉分科会　梶
かじ

川
かわ

　文
ふみ

代
よ

 分科会委員長
問　

２
０
２
３
年
度
か
ら
、
あ
い

ほ
う
ぷ
吹
田
は
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
従
前
の
委
託
業
者
が

管
理
運
営
を
行
う
。
制
度
導
入
で

公
的
責
任
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
運
営
の
検
証
は
行
っ
た
の
か
。

答　
同
施
設
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評

価
を
実
施
し
、
安
定
し
た
収
支
状

況
や
医
療
的
ケ
ア
者
の
受
け
入
れ

体
制
の
拡
充
等
を
確
認
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
検
証
は

問　
市
民
病
院
跡
地
は
い
ま
だ
に

売
却
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ス
ケ
ジ
ュ 

ー
ル
す
ら
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。市
民
病
院
に
対
し
、責
任
を

も
っ
て
売
却
を
進
め
る
よ
う
、
市

の
働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
副
市
長　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
も
重
視
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
売
却
で
き
る
よ

う
、
市
民
病
院
と
調
整
を
進
め
る
。

市
民
病
院
跡
地
売
却
を
急
げ

建設環境分科会　藤
ふ じ

木
き

　栄
え い

亮
す け

 分科会委員長

問　
本
市
で
は
全
世
帯
の
３
割
以

上
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
し
て
い

る
が
、
管
理
不
全
に
陥
る
と
景
観

や
居
住
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
積
極
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
支
援
を
実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
ま
ず
は
令
和
５
年
７
月
か
ら

開
始
し
た
管
理
状
況
届
出
制
度
に

よ
る
効
果
を
分
析
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
施
策
等
を
検
討
し
て
い
く
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
支
援
を

問　
本
市
で
は
供
給
不
足
が
長
年

続
く
市
営
駐
輪
場
が
複
数
箇
所
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
率
等
を
参

考
に
し
て
、
需
要
予
測
調
査
や
整

備
計
画
策
定
を
実
施
し
な
い
の
か
。

答　
調
査
経
費
等
は
予
算
化
で
き

て
お
ら
ず
、
未
実
施
箇
所
が
多
い
。

利
用
率
が
低
い
原
動
機
付
自
転
車

区
画
を
自
転
車
に
変
更
す
る
等
、

既
存
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
。

市
内
駐
輪
場
の
整
備
推
進
を

問　
各
種
が
ん
検
診
の
直
近
３
年

の
受
診
実
績
は
、
低
水
準
で
横
ば

い
で
あ
る
。
特
に
若
年
層
へ
の
受

診
勧
奨
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

改
善
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
若
年
層
は
子
宮
が
ん
検
診
の

受
診
対
象
で
あ
る
。
二
十
歳
を
祝

う
式
典
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
一

部
大
学
の
健
康
教
育
に
て
、
同
検

診
の
受
診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。

若
年
層
へ
の
検
診
受
診
勧
奨

問　
保
育
提
供
量
の
確
保
に
は
既

存
施
設
の
一
時
預
か
り
事
業
の
活

用
も
重
要
だ
が
、
人
員
不
足
で
同

事
業
を
休
止
中
の
施
設
に
対
し
、

人
員
確
保
支
援
は
実
施
し
た
の
か
。

答　
休
止
中
施
設
に
特
化
し
た
施

策
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
、
保
育
士
の
代

替
人
員
と
し
て
配
置
で
き
る
子
育

て
支
援
員
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

既
存
保
育
施
設
の
人
材
確
保

問　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
は

苦
労
を
伴
い
支
援
が
必
要
だ
が
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援

事
業
利
用
者
は
５
名
し
か
い
な
い
。

周
知
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
ヘ
ル
パ
ー
を
自
宅
に
派
遣
す

る
と
い
う
同
事
業
の
性
質
上
、
抵

抗
感
を
抱
く
人
も
い
る
。
必
要
な

人
が
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
体
制

問　
野
良
猫
に
避
妊
・
去
勢
手
術

を
行
う
際
に
病
気
等
が
発
覚
し
、

地
域
猫
活
動
団
体
が
治
療
費
を
負

担
す
る
こ
と
が
多
い
。
補
助
対
象

や
金
額
の
拡
充
は
検
討
し
た
の
か
。

答　
獣
医
師
が
避
妊
・
去
勢
手
術

に
伴
い
必
要
と
認
め
た
治
療
は
対

象
と
し
て
い
る
。
繁
殖
制
限
を
目

的
と
し
た
補
助
金
で
あ
り
、
金
額

も
含
め
拡
充
は
検
討
し
て
い
な
い
。

地
域
猫
活
動
へ
の
補
助
拡
充

〜決算常任委員会の委員構成について〜
　決算常任委員会は、28人の委員で構成しています（委員長は西

にし

岡
おか

友
とも

和
かず

議員、
副委員長は竹

たけ

村
むら

博
ひろ

之
ゆき

議員）。
　なお、泉

いず

井
い

智
とも

弘
ひろ

議長、山
やま

根
ね

建
たけ

人
と

副議長のほか、前任の監査委員である益
ます

田
だ

洋
よう

平
へい

議員、高
たか

村
むら

将
まさ

敏
とし

議員、現在の監査委員である浜
はま

川
かわ

　剛
つよし

議員、橋
はし

本
もと

　潤
じゅん

議
員については、委員会条例の規定により委員に就任していません。

玉た
ま

井い

美み

樹き

子こ

日
本
共
産
党

矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

公

明

党

有あ
り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま

自
民
党
吹
田
・

無
所
属
の
会

久く

保ぼ　
直な

お

子こ

参

政

党

清し

水み
ず　

亮
り
ょ
う

佑す
け

大
阪
維
新
の
会

井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

大
阪
維
新
の
会

村む
ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

日
本
共
産
党

小こ

北き
た　

一か
ず

美み

公

明

党
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総 括 質 疑
問　
本
市
は
過
去
に
委
託
業
務
に

お
い
て
、
再
委
託
業
者
の
虚
偽
報

告
問
題
が
発
生
し
た
が
、
委
託
業

務
の
管
理
体
制
強
化
と
そ
の
周
知

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答
副
市
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、
原
則
禁
止
の
再
委
託
を
や
む

を
得
ず
行
う
場
合
は
承
諾
申
請
書

の
作
成
を
庁
内
に
周
知
し
た
。
今

後
も
適
宜
改
正
し
周
知
に
努
め
る
。

委
託
業
務
の
管
理
体
制
強
化

問　
安
威
川
公
園
や
末
広
公
園
内

の
汚
く
臭
い
不
快
な
ト
イ
レ
は
、

使
用
が
敬
遠
さ
れ
、
そ
の
存
在
意

義
が
疑
わ
れ
る
。
更
新
や
撤
去
等

の
対
応
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
指
摘
の
よ
う
な
不
快
な
公
園

ト
イ
レ
は
、
和
式
等
古
い
も
の
が

多
い
。
年
間
３
基
ず
つ
更
新
を
図�

っ
て
お
り
、
今
後
５
年
ほ
ど
で
全

数
が
更
新
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問　
市
は
路
上
喫
煙
防
止
対
策
と

し
て
、
啓
発
員
に
よ
る
巡
回
指
導

や
卒
煙
支
援
ブ
ー
ス
の
設
置
を
行 

っ
て
い
る
。
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

の
苦
情
件
数
な
ど
、
対
策
の
効
果

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
苦
情
件
数
は
、
当
初
に
集
計

し
た
数
字
と
比
べ
て
10
分
の
１
以

下
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
減

少
傾
向
に
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

不
快
な
公
園
ト
イ
レ
の
改
善

路
上
喫
煙
防
止
対
策
の
効
果

川か
わ

田た　
　
尚

ひ
さ
し

大
阪
維
新
の
会

問　
能
登
半
島
地
震
で
明
ら
か
に

な
っ
た
上
下
水
道
の
問
題
点
を
踏

ま
え
、令
和
５
年
度
中
に
実
施
、検

討
し
た
新
た
な
対
策
は
あ
る
の
か
。

答　
被
災
地
支
援
で
、
下
水
道
施

設
等
の
被
災
に
伴
い
上
水
道
も
使

え
な
い
事
態
を
経
験
し
た
。
今
後

は
交
付
金
等
も
活
用
し
、
上
下
水

道
一
体
で
耐
震
化
計
画
を
策
定
し

て
避
難
所
等
の
耐
震
化
を
進
め
る
。

上
下
水
道
の
耐
震
化
の
推
進

今い
ま

西に
し　

洋よ
う

治じ

大
阪
維
新
の
会

問　
千
里
南
公
園
内
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
中
に
は
高
さ
が
あ
る
も
の

も
あ
る
。
倒
壊
等
の
お
そ
れ
が
な

い
よ
う
管
理
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答　
当
該
彫
刻
は
通
常
の
公
園
施

設
と
同
様
の
点
検
、
補
修
で
は
対

応
で
き
な
い
。
経
年
劣
化
で
危
険

が
生
じ
な
い
よ
う
、
別
の
維
持
管

理
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
園
内
彫
刻
の
管
理
徹
底
を

林は
や
し　　

恭や
す

広ひ
ろ

大
阪
維
新
の
会

澤さ
わ

田だ　
直な

お

己き

自
民
党
吹
田
・

無
所
属
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

市
民
と
歩
む

議
員
の
会

問　
上か

み

の
川か

わ

周
辺
の
整
備
は
議
会

を
含
め
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
た
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
副
市
長　
花
壇
踏
切
ま
で
の
遊

歩
道
延
伸
に
向
け
て
大
阪
府
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。
関
西
大
学
へ

の
ア
ク
セ
ス
改
善
等
の
ま
ち
づ
く

り
の
効
果
が
生
ま
れ
、
時
間
を
要

し
た
と
し
て
も
必
ず
進
め
て
い
く
。

上か
み

の
川か

わ

周
辺
整
備
の
推
進
を

石い
し

川か
わ　

　
勝

ま
さ
る

吹

田

党

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます
パソコン、スマートフォン等で、議会
の会議録（本会議録、委員会記録）をご
覧になれます。

「会議録検索システム」をクリックすると、検索
システムのトップ画面が表示されますので、右
上にある「検索」ボタンをさらにクリックし、表
示された画面内の対象年、キー
ワード、発言者、会議の種類など
の条件を絞り込めば、質問や答弁
を検索することができます。

会議録検索システムの閲覧方法

会議録
検索システム

市議会の
ホームページ
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次回のすいた市議会だより（No.341 11月定例会号）は令和７年（2025年）３月１日発行予定です。

　令和５年（2023年）度の一般会計、特別会計の決算に関する事項について、分科会ごとに審査を行い、
その内容を踏まえ、委員会として以下の提言（意見や考え）を取りまとめ、10月30日に市長に提出しま
した。

　ヤングケアラーとは、子ども・若者育成支援推進法において「家族の介護その他の日常生活上の世話を
過度に行っていると認められる子ども・若者」とされています。
　具体例としては、以下のようなケースが考えられます。

11月定例会で決算常任委員会の審査結果を
委員長が報告する様子（議場）

（出典：こども家庭庁ホームページ「ヤングケアラーについて」（参照 令和６年12月１日））

決算常任委員会から市に対する提言

ヤングケアラーとは

　近年、子育て家庭を取り巻く問題はますます複
雑化しており、個々の状況を的確に見極めながら、
当事者に寄り添った支援が必要とされている。
　本市では、ヤングケアラー、妊産婦、ひとり親
世帯、児童虐待および生活困窮世帯等への支援策
が実施されているが、担当部局だけでなく、すべ
ての各部局が縦横に連携し、さらには地域や関係
機関等の協力も得ながら、不安を抱える家庭への
支援に取り組まれたい。
� （健康福祉分科会）

子育て家庭への支援について

障害や病気のある家庭に代
わり、買い物・料理・掃除・洗
濯などの家事をしている。

家族に代わり、幼いきょうだい
の世話をしている。

障害や病気のあるきょうだい
の世話や見守りをしている。

目を離せない家族の見守り
や声かけなどの気づかいを
している。

日本語が第一言語でない家
族や障害のある家族のため
に通訳をしている。

家計を支えるために労働を
して、障害や病気のある家
族を助けている。

アルコール・薬物・ギャンブル
問題を抱える家族に対応し
ている。

がん・難病・精神疾患など慢
性的な病気の家族の看病を
している。

障害や病気のある家族の身
の回りの世話をしている。

障害や病気のある家族の入
浴やトイレの介助をしている。

す い た 市 議 会 だ よ り
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